恒川鐐之助と明治期日本の音楽 by 井上 さつき
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楽家
のひ
とつ
、
恒川
家の七
世であ
った
。
尾張藩は名古屋城
内に東
照宮
を設置し、
寛永
八年
（一六
三一）
以来、
藩士
とし
て楽人を召
抱え
てい
た。
尾張藩に
おけ
る東照
宮祭
礼に
伴う楽人
の設
置は
幕府に
おけ
る紅
葉山
楽人
の設
置よりも早か
ったこ
とは
注目され
る
。
尾張藩士
として召
抱えられた東
照宮附楽
人には
、
恒川
・吉
川・日
野々
・岡
村・深
尾・榊
原・山
口・
古
瀬・
遠島
・佐
藤・山 崎・安
井・森
川・
加
藤・水
野・
細野
家な
どが挙
げ
られるが、
彼ら
の扶
持は
微々
たるもの
であ
り、
「無
足」
の者も
存在
したと
いう
。
東照宮附
楽人は
芸道保
持の
ため、
師家
であるコ
一方楽
人〔
京都、
奈良、
大阪
の
世襲的
楽人集団〕
の稽
古を受け
る必要があ
り、
門人を取
る
「中間師匠」
的な
存在
であ
った
（清水
二O
O四年
－－一
一二
九頁
）。
恒川家は、
初代伊左
衛門が
寛
文一
一年
（一
六
七一）
に召しださ
れて以
降、
二世
平太夫、
三世
重房
、
四世弥四郎
重吉、
五世
弥兵
衛
重紀、
六世
弥太郎重富と
続く
家
柄であ
った
。
錬之助
の祖
父、
五世
弥兵
衛重紀
は、
享和元
年に生ま
れた。
清水
によれ
ば、
彼は
「文
政二年
（一
八一九
）
「楽
人並」
で御
切符
金五
両
御扶持
二人
分で召
抱えられ
、
同二
二年
「楽人本役」
を仰せ
つけ
ら
れて、
御加扶持
一人分下
され
る。
天保八年に
は東照
宮舞
楽陵
王舞
御預と
なる
。
嘉永
二年
（一
八四
九）
陵王
舞を勤
めるによ
って
御
加
金一
両下され、
安政
二年
（一
八五六）
陵王舞
御
免とな
る。
文久
二
年（
一八
六一）
「格別之思召
」に
よって
「御譜代席仰付
」
けられ、
さらに
、
「家名永続」
成し下
され、
「世録御切
米玉
石
」下
されて」
いる
（清水
二O
O四年
：二
二
九頁
）。東
照宮附
楽人にと
って
、
東照
宮舞楽陵
王御
預と
いう
役は非
常に名
誉で
あり、
家芸
の
存続と経
済
の安
定を意
味するも
ので
あった
。
恒川
家は五
世弥
兵衛重紀
の父
、
四世弥四郎
重吉
も東照宮舞楽陵
王御
預とな
って
おり
、
同じくそ
の
役目を任された
五
世弥兵衛重紀
は、
尾張家
の楽
人
の中で
もリーダ
的ー
な存在
で
あっ
たが、
幕
末の
慶
庭三
一年一
二
月一
一日、 病死
した。
幕末
の
尾張藩
で
は雅楽が盛
んで
門人
も多か
った
。
尾張における
雅楽
の普
及に貢
献した
のは
、
国学者
たちである
が、
雅楽
は教養
の
ひと
つとみ
なされ、
あ
る程
度学ぶ
必要
があ
った
。門
人の層
は
厚く、
藩士
や国
学者、
画人、
僧侶、
神官
、
商人、
豪農
などが、
詩会や楽
会を催し
て広
く交
流して
いた
。
幕末期、
プロ
の楽人であ
る恒川家
は多く
の
門人を抱え
てい
たは
ずである
。
さて
、
錬之助
の父
、
六世
弥太
郎重富
は天保
七年
（一
八三一六
）、
五
世恒川弥兵
衛の子
とし
て生ま
れた。
幕末
の雅
楽
ブlム
の時
期に
育
った
彼は、
幼少
の
ころ
か
ら父
に楽人
として
の薫
陶を受け、
三方
楽
(20) 
人に師
事して
芸を
磨き、
明治初
年に
は雅楽
の
名手、
羽塚
慈
明（秋楽
院）
に師
事して雅
楽全般
の奥
義を極めた。
羽塚
慈明
（文化
一O
年
生｜明治
二O
年没）
は真宗
の僧
で浄
信寺
の住
職であ
った
が、
雅楽
に傾
倒し、
それぞれ
の専
門家
に
つい
て学び、
京都
にも
赴
いて
教え
を乞
い、
「神楽、
催馬楽、
朗一
一 誠
、
唐楽、
高麗
楽に至
るまで、
管弦、
舞楽
の道、
小大となく之を究め、
秘伝秘
曲悉く之を伝
え、
研鎖益
々
至り
、
技妙所に
達す、
是に於
て名
声外に溢
れ、
荷も指を斯
道に
染
むるもの、
其門を
叩かざ
るも
の無
きに至
る
」
（『名
古屋市史』
人物
編第
一・
・四
六五頁
）
とい
う状況
にあ
った
。
彼は
東照宮楽家系
では
ない雅
楽の
プ
ロで
あっ
た
が、
恒川弥太郎もそ
の門人であ
った
。
さて
、
明治初年頃
楽人
の家は
一五
家、
総数
は
一七人であ
った
。
これ
は当時、
古参
の相
続者
に禄が与えられ、
一家
二人
勤
めて
いた
から
である
。
ところ
が、
王政
復古、
版籍
奉還
に伴
って
、
明治
三年
六月
、
楽人
の制
が解
かれた
の
である
。
これにより
、
尾張
家の楽
人
のなか
でも
転職する
もの多
く、
たとえ
ば、
恒川家と
並ぶ、
由緒あ
る楽
家であ
った
吉川
家の
八世小
一郎善
慶は
「維
新後衣食に窮
した
る末、
商業
に闘
歩し、
楽道
を修む
るの
余暇
なか
りき」
（『名古
屋市
史』
人物編
第一
・・
八三頁
）
という
状態
であ
った
。
その
なか
で錬之助
の父
六世
恒川弥太郎重富
は音楽
の道にとどまり
、
明治三
年に
は部
曲を従五
位
穂慈
明院に、
高秋
楽を
従五位
大神景順
に、
さらに、
明
やまの
い
かげあや
治九
年、
春鴛
鴫を大
伶人
正九
位山井景順
に学んだ
（『名古屋市史』
人物編
第一
・・
八一
頁
）。
明治初年、
長男、
恒川錬之助
重光が
誕生
する。
後述す
るように、
錬之助は
「幼年
ヨ
リ家
塾雅柴龍
笛之道
父重
富
ニ従
テ修行
ス
傍ラ鳳
笠箪築和琴琵
琶等
打物
朗詠催馬端末保
育唱歌柴道夫
修々
行」
する
こ
とになる
。
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さて
、
明治三
年、
楽人
の
制が解か
れた後
も、
東照
宮における
毎
年の舞
楽は旧
来
のごとく旧
楽人が奉仕
していた
。
明治六
年、
徳川
家か
らの嘱
託により
「旧楽
人にして時の先
輩者た
る恒川重
富、
岡
村清根」
の二
名
が門
人を連れ
て舞
楽を奏
した。
その時
の数
演目で、
鉦の
演
奏者
とし
て五歳の恒
川錬之助
の名
前が
見え
る。
また、
演目
には
、
演奏者
の肩
書に、
「材木や」
や
「井
桁や伊助」
とい
う
記述が
みられ、
門人の階
層が幅
広か
った
こと
がう
かがえる
。
その後
、明
治九
年、
東照宮
の舞
楽は、
羽塚秋
楽・
慈音
父子
と
岡村清根等
が合
同して
、
鷺鳴
社を
組織、
明治
一四年に煩
声
社
と改
名し、
演奏
に当
たった
（『名古屋市
史』
風俗
編・・六四
1六六頁
）。
一方
、
熱田
神
宮の舞
楽は、
明治四年に
旧来
の神
職
一同が
罷免さ
れ、
舞楽
も中絶。
明治七
、
八年の頃
、
いっ
た
ん再
開するが、
これ
も一
年で中
絶し
てしま
う。
明治
二二年
、
恒川重富と岡
村清
根が門
人を連れ
て舞
楽を奉奏
し、
明治
一四年
からは
も
っぱ
ら
恒川社中
が熱田
神
宮の舞
楽を担当
する
こと
にな
った
。
こうして、
熱田
神宮
でも
、
有志
組
織によ
る演
奏が
行なわ
れる
ようにな
った
（『
名古屋市
史』
風俗
編・
・五
二1五回
頁）
。
以上
のこ
と
から
、
恒川弥太郎重富は、
明治維
新
の際に
藩の扶
持
を離れた後も、
衣食に窮する
こと
なく
、
音楽
の道を続
けていたこ
とが
わかる
。
もともと、
尾張藩
の楽人は
生活
費を藩
の扶
持に全面
的に
頼っ
てい
た
わけで
はなく
、
弟子
に教え
る
ことによ
っ
て得る収
入が大きか
った
が、
維新
後も雅楽を習
う素人
弟子が多く
いたこと
がうかがえる
。
この
状
況は、
能楽と
も共通
するようであ
る（
飯塚
二O
O九年
・・
六五頁
）。
こうし
て名
古屋雅楽は
明治維
新後、
有志
組
織とな
っ
た後に
ブlム
となり、
たと
えば東照
宮にお
いて
は、
楽人
制度
のあ
っ
た当
時、
舞楽
は二番
ず
つ演
じていた
もの
が、
明治
二八
年から三
二年
に至る五年
間は同
時に五
番も
奏
されると
いう
ほどで
あった
。
明治期
に、
名古屋
の雅
楽が
決し
て衰え
てい
な
かっ
たこ
と
は、
元々 琴
を製造
し
てい
た小
林倫祥が
後に
雅楽器製造
も手
がける
ようにな
った
ことか
らもわか
る。
小林は明 治三
三年
（一
九O
O）
に聞かれたパ
リ万
博に
は鈴
木政
吉のヴ
ァイ
オリンと
共
に、
愛知県
から
雅楽器
を出品し銅
賞を得
ている
。
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2 
弥太
郎によ
る保育唱歌
の作
曲
明治五
年、
学制
の公
布により
、
音楽教育を
日本
の学
校で
始める
ことが決
定さ
れた。
そこでは
、
小学
校に
「唱
歌」
、中学校
に
「奏楽」
がそれぞれ
教
科のひ
とつに
置かれて
いた
。
ただし、
こ
のと
きには
教師
も教
材もな
く、
いず
れも
「当分
これ
を欠く」
とい
う但し書
き
がつい
てい
た。
各地
の学
校で
唱歌授業が行な
われるように
なるの
は、
音楽
取調
掛によ
って
、
明治
一四年に
『小
学唱歌集』
初編
が刊
行さ
れて以
降になる
。
しかし
それ以
前にも
、
いく
つかの
唱
歌授
業
の試みはな
され始め
てい
た。
公文書に残る
、
我が
国初
の
唱歌教育
の例
が名
古屋
で行
な
われた
こと
は注目
すべ
きである
。
すなわち、
明治七
年三
月、
愛知
県師範学校校
長
であ
っ
た伊
揮
修二
が付
属の下
等小学校生
徒に試み
た唱
歌遊
戯で、
フレ
ベー
ル式の幼
稚園
教育
に学んだ
もの
で
あった
。
つい
で、
東京女
子師範学
校付属
幼稚園
で
組織だ
った
唱歌
教育が
始められた。
そこ
で歌われた
のが、
「保
育唱歌」
と呼ばれ
るも
ので
ある
。
これ
は、
東京女子
師範学校幼稚園
校長中村
正直が
式部寮に
制作を依頼
し、
その
依
頼を受け
て、
雅
楽課
の
伶人が
作曲
・墨
譜
〔雅
楽の
楽
譜〕
作成
を行
な
い、
「寮頭
の
調査
を経て」
それを保母
に教え、
生徒たち
に歌
わせたもの
であ
った
。
明治
一O年か
ら三
年以
上
の年
月を
かけて
、
約百
曲に及、
ぶ保
育唱歌
が
順次作曲さ
れた。
作曲
に当
たっ
た雅
楽課伶
人は
二
四名、
保母
一名
だっ
た
（藤
田
一九
七八
年・
・
三三五頁
）。
歌調
は当該
校で
西洋原歌
の意
味を訳
したも
の
や、
日本
の古
歌を選
択して用い、
それに伶
人が曲を
つけ
た。
ピア
ノ
もオ
ル
ガンも
普及
して
いなか
っ
た当時、
唱歌は
「街拍子
で節を拍
ち
て、
琴に
声を応
和して調
ふ、
遊戯
の歌は
第拍子を
拍ち、
節を左右歩に
踏み
て髄ふ
もの」
であり
（『
名古屋
市史』
風俗
編：
二四
一頁）
、
のど
かなもの
であ
った
。
この
ように
し
て東
京で作
られた保
育唱歌
のう
ち三曲
が伶
人山井
景順によ
っ
て名
古屋に伝
えられた
の
は明治
一O
年、
つま
り、
保育
唱歌
の制
作が
始められ
た年で
ある
。
これらの曲
がどの
よう
に名
古
屋に
伝え
られた
のか
は不明
だが、
保育唱歌
の中でも
最初期
の作
品
が
即刻名古屋
に伝
えられた
こと
は興
味深
い。
うろ〈T
山井景順
が伝
えた三曲は
、
〈遊魚
〉、
〈冬燕居
〉、
〈風
車
〉で
あっ
た。
この
う
ち、
最初
の二曲
は五声
唱歌、
つま
り、
玉音
音階
で
できて
い
る曲
であり
、
〈風車〉
は歩きな
がら
歌う遊戯
の歌である
。
〈遊魚〉
は
山井景順
自身
の作
曲による
もので
あった
。
当時
の
明倫小学
校校長
賀島喜
一郎
はこれ
を採
用して
生徒に歌
わ
せ、
さらに、
弥太郎重富に作曲、
植松有国に作
歌を依
頼し
て、
〈少
女〉
（平
調律旋、
早四拍子
、
拍子十六）
と〈
空蝉
〉
（平
調律旋、
早
四拍子
、
拍子十四）
の
二曲
を作
らせた
。
これ
が名
古
屋に
おいて
生
(22) 
徒に
唱歌
を歌わ
せた最
初であ
った
（『
名古屋市
史』
風俗
編・
・二四二
1二
四四頁）。
歌調
の内容は
い
ずれ
も勤勉
の教えを説くも
ので
ある
（註
二）
。
これ
らは
いず
れも墨譜
で書か
れたも
ので
あるが、
後に息
子錬
之助によ
って
、
『学校
唱
歌集』
（一
八九O
）
にお
いて
五
線譜化
されて出
版さ
れて
いる
。
先述
したよう
に、
弥太郎
は山井
景順
の雅
楽の弟
子で
あり、
保育唱
歌作成を始
めと
する
東京
の雅
楽界
の最
新
事情
を彼から
直
接得た
と考
えられる
。
「保
育唱歌」
に関
する研究は
進ん
でいる
が、
弥太郎
のよ
うに、
地域
で独
自に
「保
育唱歌」
を作
曲した
例は
ほか
になく
、
非常
に注
目される
。
弥太郎作曲
の
唱歌」
につい
ては
別に
稿を改め
て論じた
い。
「保
育
『名古屋
市史』
（風俗
編・
・二
四一
頁以下
）
によれ
ば、
明治
一八
年
（一
八八五）
の冬
、
園町小学
校で
これ
らの唱
歌が教えられた。
ち
なみに
、
この
学校
では
明治
一八年
秋にオ
ルガ
ンを
購
入し
ている
。
これ
が名
古屋市
の
小学
校
にオ
ルガ
ンが設
置さ
れた初め
ての
例で、
オル
ガン
の代
金は三七、
八円
。
運賃
等を
入れると、
八O円必要
だ
った
という
。こ
のよ
うにオ
ルガ
ンが
設置さ
れた
ことがき
っか
け
で、
ようやく小学
校で
の
唱歌教
育が始ま
ったの
であろう
。
しかし
、当
時、
園町学
校では
、
ほとんど
随意
科の
扱い
で、
上級
の女
子
生徒
だ
けに唱
歌が教え
られたが、
式の
日に
歌
わせるの
みであ
った
と
いう
。
この
オル
ガンを
模し
て、
野村排造と
鈴木景惇
がオ
ル
ガン
一台を製
作し、
それは高
等小学
校第
二分
教場に設
置さ
れた。
これ
が名
古屋
でオ
ルガ
ンが
製作
された最
初であ
った
。
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次い
で七
町学
校で
は琴を使
用して
唱
歌が教え
られた
。
唱歌教育
にはピ
ア
ノまたはオ
ルガ
ンが
最善
である
ことはわか
って
いて
も、
オルガンが
普及するま
でには
時聞
がかか
った
。
その後
、
恒川鎌之助
が東京 出
て音楽
取調所で
て帰り
」、
地域
の本
格的
な唱歌教
育が
始まるが、
それに
つい
て
は後
述する
。
「唱歌を習
得し
弥太郎は伶人
の
話や、
保育唱歌を作曲
した経
験
などを通
じて、
息子を
東京
の音
楽取調掛
に送
るこ
とを
決意
した
の
であろう
。
錬之
助を明治
一七
年三月、
同校に
入学さ
せた
。
3 
音楽取調
掛の各
府県派
出音楽伝習生募
集
日本で音
楽教育を
開始
する
の
に必要
な調
査研
究を行なう
機関、
すなわち、
文部省
音楽取調掛が
設置された
のは
、
明治
二一
年一
O
月で
ある。
唱歌教
育が名古屋
の小
学校
で始められた後
のこ
とで
あ
った
。
これ
は、
伊揮
修二と目
賀悶
種太
郎の
ふたり
が、
アメ
リカ留
学中
に文部
大輔
に対し
音
楽伝
習所を設
立すべ
きと建議し
たこ
とに
始ま
る。伊揮は
一足早
く、
明治
一一
年五
月に帰
国し、
それ以
後、
音楽取調掛
の設
置に向け
て中心的
な役
割を果たす
ことに
な
った
。
音楽取調掛が
設置
に
際して、
伊揮
は御用掛
に任
命さ
れ、
音楽家
の育
成と
唱歌教師
の養
成、
教材
の作
成等、
が始ま
った
。
教材
として
は、
音楽取調掛
編の
『小学唱歌集
』
が出
版
された。
これ
は最初に
作られた小学
生用の音
楽教科書
で、
初篇が
明治
一五
年、
第二編
が
翌一
六年
、
第三編
が
一七
年に、
それぞ
れ出
版された。
また、
唱歌
掛図と
『幼稚
閏唱歌集
』
も準備さ
れた。
ただし、
『幼稚園
唱歌』
の
出版
は遅れ
、
明治
二
O年
末によ
うや
く出版
された。
その後
、
音楽
取調
掛は明治二
O年に東京
音楽学
校と改
称
する
ことに
なっ
た。
明治
一四年五
月、
文部省は
「小学
校教則綱領」
定め
た。
その
「唱
歌」
の項に
は初等
科では
や
さし
い歌
曲を用
いて
五音
以下の単
音唱
歌、中等
科及び高
等
科では六
音以上
の単
音唱歌
か
ら複音
及び
三重
音唱 を学ぶ
こと
が書
かれて
いた
。
この
頃、
唱歌
は
「唱歌
ヲ授ク
ルニ
ハ 児
童ノ
胸踊ヲ開
暢シテ
其健康
ヲ補益
シ心
情ヲ
感動
シテ
其美
(23) 
恒川 録之助 と 明治期 日 本の音楽
徳ヲ酒
養セ
ンコ
トヲ
要ス」
と
いう
側面
が
重要視
されて
いた
が、
そ
のため
の教
材も人
材もま
だな
い状
態であ
った
。
当時、
東京で唱
歌
教育
を実施
してい
たのは
、
明治
二二
年以
降、
東京師範学校
（付属
小学校
で実
施）
と東京女子師
範学校
（付属小
学校
で実施
）、
明治
一
四年九
月
以降学習院
のみ
であ
った
。
名古
屋で
の取
り組みは上述し
た。
全国の
小学校
に
唱歌教
育を普及
させる
ため
には、
各府県
の師
範
学校
で
音楽教育
を行
なう必要が
あ
った
。
そこ
で、
伊揮
は明
治
一四
年一
二月
教員養
成を目的と
した
府県
派出伝習
生募
集
案を文部省
に提示した
。
彼は、
音楽取調掛
に小学
校の
唱歌教員
専修
課程を設
ける案を構
想し
ていた
。
とこ
ろが、
文部省は
その
構
想を認めなか
った
。
各府県
の現
状で
は唱
歌よ
りも小
学全科
の教
員養成
の方が急
務であり
、
音楽取
調掛
は調
査機関と
して
設置し
たも
ので
あると
いう
意見だ
った
。
だが、
その後
、各府
県か
ら文部省
に問い合
わせ
が相
次いだ
こと、
そして
、
取調掛か
らも再三募
集案
が提
出
された
ことから
、
生募
集が
認可された。
まず
、
明治
一五
年一
二月
つい
に府
県派出
東京師
範学校在学中
の府
県師範学校
教員
の中から
一七名が音
楽取調掛に
師範学
科取調員と
して入
学を
許可さ
れた
さらに、
明治
一七年
府県派
出伝習生
募
集案が
正式
認可され、
同
年四
月募
集案
内が各県に発
送された。
条件
として
、
次の
四点が挙
げら
れて
いた
。
すなわち、
一、
学識
｜｜
普通
ノ教
育ヲ受ケ
タル
者、
二、
年齢｜
｜十六年以上
三
十年以下ノ男若ク
ハ女
、
三、
技芸
｜｜雅楽
又ハ俗
曲ノ
心得タル
者ハ更ニ
ヨシ
、
在見込
ノ者、
であ
った
。
四、
学習期限
｜｜壱
ケ年以上
滞
同年九
月
二一
日
付で
、
まず
一四
名
の府
県派
出伝習生
が入学許
可され、
後に
数名追加さ
れた。
追加
された中
にいた
のが、
愛知
の
恒川錬
之助である
。
4 
愛知県派出伝習生
、
恒川錬之助
恒川錬之助が愛知県
派出伝習生
とな
った
こと
につい
て
は、
これ
まで山
住正
己によ
って
、
音楽取
調掛
の照
会に対し
て愛知県が
明治
一七
年七月二
日付で
「右之者既
ニ本
年三
月以
来貴所
へ入
学罷出候
（中略）
本県派出
伝習生
ニ充
テ私費ヲ以
テ修
業為
致度旨
同人父
恒
川重富
ヨ
リ願出
候右
ハ貴
所ニ於
テ
敢テ
支
障無之候
ハ
＼以
后本県派
出生
之名
義ヲ
以テ御
教授有之
段
及御照会
候也」
と回
答し、
それ以
前は恒
川錬之助が
「一
人一学
級」
により
学
んでいたこ
とが
知られ
てい
た
（山
住一
九六七年
・・一
六四
頁）
。
これ
は東
京塾
術大学附属図
書館
に所
蔵
され
てい
た文書に基づ
くもの
である
が、
今回、
明治
一
七年の
『文部省
指令並
往復留』
の中の、
愛知
県
と文
部省と
の往
復
文書に恒川錬
之助の
入学
に関する文書
一式
が見
つか
り
、さ
らなる
詳細
が明らか
にな
った
。
文書
の翻
刻は付録に掲
載した。
それによれ
ば、
父重富
が記し
た錬之助
の履
歴書か
ら、
錬之
助の
年齢
（明治
一七年
六月に
一七歳三
カ月
）
がわかり
、明
治元
年三
月
ごろ
の生まれであ
った
こと
が推
察
される
。
明治
十三年
上等
六級
卒
業後、
家事都
合によ
り退校と
あり
、
学校
には
二
二歳
まで
しか行
か
(24) 
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その
一
方で
、
家芸
の
雅楽を修行
し、
数多く
の
楽器
を修めさ
らに
「保
育唱歌」
も修
めた
こと
が書か
れて
いる
。
すなわ
ち、
錬之助は
「龍笛、
鳳笠、
筆
集、
和琴、
琵琶
、
響
、
打
物、
朗詠
、
催馬楽、
保育唱歌」
を修行
し、
その後
、
龍笛、
筆集、
鳳笠
の稽
古
をそれぞれ
宮内庁
の伶
人
（龍笛
ハ
大伶人山
井景順、
筆集
ハ
一等
伶
人東儀季照、
鳳笠
ハ三
等
伶人
林麿継）
から
受けて
いた。
音楽
取調
掛では
、
府県派出伝習
生に
つい
て
は、
伊津が
明
治一
八
年七
月二O
日
に行われた最
初の伝
習生
の卒
業式
におけ
る報
告の
中
で「
唱歌、
風琴、
事、
胡弓、
等ノ
内普
通学
校
ニ要ス
ル
所ノ若干
部
ノ伝習
ヲ卒リ
タルモノ
」
と述
べ
ている
。
ここ
か
らわか
るよう
に、
伝習
生は正規の卒
業生
とは異
なるカリキ
ュラ
ムに
よって
、
唱歌教
員と
して
養成
されて
いた
。
実際に、
およそ
一
年の修
学で卒
業した
伝習
生たちは、
各府県師範
学校
の教
員となり、
音楽
教育を担当す
ること
にな
った
。
錬之助もそ
のひ
とりであ
った
。
ちなみに
こ
の後
、
明治
二
O年
一O
月、
音楽取調掛
は改称され、
東京音楽学
校と
して
発足する
。
そこ
では
、一
年の予
科の課
程を終
えて、
本科に進学
する形をと
り、
本科は師
範部
（二
カ年
）
と専修
部（
三カ年
）
とに
分けら
れ、
より
洋楽に傾
斜し
たカリキ
ュラ
ムが
作られた
（ 山住
一九
六七年
・・
一二
三
頁）
。
錬之助は音
楽取調
掛
の府
県派出生
として入
学した
翌年、
明治
一
八年七
月
に伝習を修
了し、
名古屋
に戻
り、
師範
学校
など
で教鞭を
とるかたわ
ら唱
歌教員
の育
成を行
な
った
。
府県派
出伝習生
はもと
もと教職
に
つい
て
いた人
が多か
った
が、
それから見
ると、
錬之助は
例外的存
在だ
った
といえ
よう
。
府県派
なか
ったこ
と、
出伝習生
はい
わば促
成栽培
で
あっ
た
が、
卒業
後は
各県
の
指導的な
しか
まじん
存在
と
して
活躍した。
それをう
かがわせる
のが
、
卒業生
の四
竃仁
遁
の
口
述記
録
で、
そこには
、
「全国に
対
し
少数
者
の
就職
の事とて
、
現時
と
して
見るな
らば
売薬店さ
へ無
い所に博士
のお
医者
でも
来られた
様な有様
で読
方
の
講習、
各種学校
の兼
務教授に
寸暇も
ない。
楽器はオ
ルガ
ンと
ヴァ
イ
オ
リンで
あった
」と
述べ
られ
ている（
増井
敬一
一「解題」
、
『音楽雑誌
（おむがく）』
復刻版補
巻・
・ 一
O頁）
。
さて、
唱歌
は明
治二O
年四
月に
は必須
科目と
し
て名
古屋市
の各
小学校
に
課せられる
ことに
な
った
ので
、
唱歌教師
の育
成が
急務と
なった
。
伝習を
終え
て名
古
屋に戻
った
錬
之助
は師範
学校な
どで
教鞭を
と
る傍ら、
唱歌教員
の育
成を行な
った
。
『名古屋市史』
には、
「恒川
錬之助重光
東
京に出で
て唱
歌を習
得し
て帰
り、
師範学校
および中
学校
に教
授す、
次い
で其門人
山崎大
二郎
、
各小
学校に教授す、
当時唱歌
の
研究者
に
甘利錨吉、
都築増次郎、
秋田
錬之助、
松下ょう
等あり、
皆恒
川
錬之助を師とす」
とあ
る
（ 風
俗
編
：二
四四
頁
）。
明治
二
O年、
こ
の職をめ
ざし
て錬
之
助の
元に唱
歌の
レ
ッ
スン
に
通っ
ていた
門人
の中
に、
三味
線屋
を営ん
でい
た鈴
木政吉が
いた
。
政吉
は長
唄
の稽
古仲間、
副国歌子が錬 之助
の元
へ
嫁いだ
こと
から
、
この
女性
の父
親の紹
介で錬之助に唱
歌を
習いに
行った
ので
ある
。
そこ
で、
政吉と
ヴァイ
オ
リンとの運
命的な出会
いがあり
、
政吉は
錬之助
の門
人の
一
人が横浜
で購入した
ヴ
ァイ
オリ
ン
を借り
受け、
見ょう見まね
でヴ
ァイ
オリン
を作り上げ
た。
その
ヴァイ
オリンを
錬之助に
見
せた
ところ
大い
に励まされ
、
政吉はヴ
ァイ
オリ
ン製
造
(25) 
恒川 鎌之助 と 明 治期 日 本の音楽
業へ転
身する
こと
にな
った
の
である
。
この
後
も、
政吉
と錬
之助の
交流
は、
明治三
五
年に政
吉が
出版した
『ヴ
ァイ
オリン独
習書』
の
「閲」
を錬之助が
引き受け
るなど、
さまざまな
形で
続いた
。
5 
恒川錬
之助の音
楽活動
さて、
明治
一
八年に伝
習を
修了し
て名
古
屋に戻
っ
た恒川錬之助
は、
明治
一
九年
九月二日
、一
九歳の若
さで
愛
知県尋
常師範
学校
へ
就職
する。
翌、
明治
二O
年一
一月
に『
唱歌
をし
へ草
』
の奥
付か
ら、
当時
「助教諭」
であ
った
ことがわか
る。
明治
一 二
年七
月三日付で
同校
を退職
し、
和歌
山県師範学校
の助
教諭
へと
転ずる。
転任
の命
令が出た
ので
ある
。
さらに
、
明治
二四
年三
月
一三
日
付で三重
県尋
常師
範学校
へと
異動。
以降、
彼は
唱歌科教師
と
して
三重
で活
躍し
たが、
病を得
て、
明治三
九年
七月二九日
、
死去
した
。
愛知
県尋
常師
範学校
助
教諭時代
（明治
一
九年
九月二
日i明
治二
一年
七月三
日）
、
錬之助は愛
知
県中学校
でも
教え
てい
た
（『名古屋
市史』
風俗
編・
・二
四
四頁）
。
当時
の
錬之助、
および唱
歌教育
に
つい
て以
下のよ
う
な教
え子の
証言が
ある
。
ちな
みに著
者の
新見は名
古
屋出身
の
著名な歴史学
者である
（新
見一
九五三
年
・・
一
七頁
）。
〔著
書は明
治二
O年九
月中学入学
〕中学
の唱
歌の
先生
は恒
川先生
（？
）とい
っ
た：：
：亡
父はそ
の苗
字によ
って
元
御楽人
の家の人であ
ろうと
い
って
いた
ことを
思い出
す：：：
さて廿
一
年四月か
ら中学
校
が規
則改正
で
尋常小学校と
なり
先生も
大部代
った
。唱
歌の
先
生は
音
楽学
校の卒
業の若い先
生が来られ、
音譜を書き読む
ことから
教えら
れた。
その頃
唱歌
の
特別教
室とい
うはなか
った
ので
、
各教室
で唱歌
を習
った
。 オ
ルガンも
無か
った
。
私は恒
川先生
も既
に
ヴァ
イオ
リン
を〔
ママ
〕
音楽
の先
生は
ヴ
ァイ
オリンを
伴奏
して
「三千篠万
あにお
とどもよ守り
に守
れ」など
』い
う
愛国唱歌を教え
て下
さ
った
と記
憶
するが愛知
県中学校
では
、
オルガンも
なく、
教師は
ヴァイ
オリンで
伴
奏して唱
歌を教
えて
いた
こと
、
規則が
改正されて中
学校
が尋
常小
学校
とな
った
明治一
二
年以
降、
「音楽学校
の卒
業」
の若
い先
生に五
線譜を読
み書きする
ことを
習っ
たこと
がわかる
。
錬之助
はその
かた
わら
、
明治
二
O年以
来、
『音楽
入門
』、
『唱歌を
しへ
草
』、
『普通
唱歌集
』、 『学校
唱歌集』、
『進
行曲集』、
『愛国唱歌』、
『愛
国式
日唱
歌』、
『帝国唱歌』、
『小学
式日
唱歌』、
その他
、
多数
の
音楽
書を出版
した。
錬之助が
作
曲
、編
纂、
校閲等を行
って
出版し
た楽譜
集や音楽
書の全
貌は
いま
だ明らか
では
ない。
これ
につい
て
(26) 
も、
稿を改め
て論じ
る必要
があ
るが、
三O
冊は
優に超え
ると思
わ
れる
。
注目され
るのは
、そ
の出
版が
名古
屋、
津、
和歌山等、
任地
で行な
われただけ
でなく
、
大阪、
さらに
は東京
で
も行な
われて
い
るこ
とである
。
たと
えば東京
では
、
明治
二
0年
代
末から、
十字屋
や共
益商社
など
の大手
書店が
出版を
手
がけて
いる
。
ちなみに、
共
益商
社は鈴
木ヴ
ァイ
オリン
の東日 本にお
ける
代理店
であ
った
。
明治
二四
年に三
重県
尋常師範学校
に転
勤して以
降の
恒
川錬之助
に関し
ては
、
以下
の
よう
な教
え子の証
言がある
（松本
一九
九五年
・・
七
七頁
）。
：：
：吾が
三
重師
範には恒
川錬之助先
生が
おられた。
恒川先生
は中
央で
は重
要な教
育音楽家
として知
られた方
で、
温厚
親切な先生
であ
った
。入学当
時音楽
の授
業に
は教
材新
曲が
予め寄
宿
舎に
廻されそれ
を写譜し
ておい
て授
業を受け
た。
全国
音楽教授
の体制は未
だ初期
で、
「ヒ
フ
ミ唱
法」
という
幼稚な方
法を用
いや
がて
「ド
レ
ミ唱
法」
に変
った
。
音楽教
育には山
葉の
大
オルガン
が一
台あ
った
が、
それ
だけで
又練習室
には小
型オルガ
ンが十
台備付
け
てあ
った
。
この
頃
は国
民の土
気を鼓舞
するため軍
歌や歌謡形式
の歌
曲が
流
行してお
った
。
大どりに、
日露
戦争中
の
師範学校
の談
話
とし
ては、
次の
証言もあ
る
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：：
・音
楽の
恒川錬之助
先生
は印
象
深い。
僕等
の在
学は、
ちょう
ど明
治三
十七、
八年
の日
露戦争
中で、
旅順閉塞、
奉天会戦
の
華々
し
い戦
果のあ
っ
た時で、
戦捷
の号
外がチ
リン
チリンと
鳴っ
てくるし、
学業
もそわそわし
ていた
。
：：：度
々提
灯行列をや
って
ね、
北は江戸
愛知県立芸術大学紀姿
橋か
ら南は藤
枝町
まで軍
歌を歌
って
歩いた
のだが、
プラ
ンスパ
ンド
の先
頭に、
大きな
から
だ
の恒
川先
生が
クラリ
ネッ
トを
吹き
つづけて
行進さ
れた。
それが
原因
でから
だを
痛められ、
三十
九年
七月二十
九
日に亡く
な
られた
。
錬之助は学
校教育以外
にも
、
地域
の音
楽活動全般
に積
極
的にか
かわ
って
い
た。
明治
二七年
七月二五
日発行
『音楽雑誌』
には、
「伊
勢の
国津市
に於
て恒川錬之助
代会主
となり
広く会
員を募
集し音
楽
会を設け
て唱
歌、
オル
ガン
、
ヴワ
イオ
リン
、雅
楽等を教授す
ると
いう
知何な
る事にや」
とい
う記述が
みられ
、
三重
県に赴任した後
も、
同地
で雅
楽を含む、
さまざ
まな種目を
教
えて
いた
こと
がわか
る一方
、
明治
二八
年一
O月一
一二
日発行
の
『音楽雑誌』
では
、
錬之
助が
転
任した後
の名
古屋
の音
楽状況
に
つい
て、
次の
ように
報じ
て
いる
。
(27) 
恒川錬之助
在名
の頃
は諸
音楽と
も倍
々
拡張および改
良の
途に進
みた
りしが
同氏去
て以
来倍
々
衰微に趣き今日
に至りで
は学
校唱歌
も従
前に
比すれ
ば眠りた
る形な
り先づ今日
の慮で
は到
底音
楽の発
達は覚束
なしと
一
同歎き居
れり
この
記事
で
「諸
音楽」
と書
かれて
い
ることは
興味
深い
。
実際、
錬之助は音
楽教師
とし
て活
躍した
ばかりで
なく
、
家芸
として
の雅
楽にも力を注
いで
いた
。
明治
二三年
六月
一
日、
父六
世弥
太郎重富が
病死
し、
錬之助が
七世を継
いだ。
当時、
錬之助
は和
歌
山県師
範学校
の助
教諭
として
赴任
して
おり、
門人
の稽
古もままならなか
っ
たと推
察さ
れる
。
名
恒川 鎌之助 と 明治期 日 本の音楽
古屋
の雅
楽を支
えて
いた
パトロ
ン
の中
に
は名古屋
の豪
商、
伊藤家
もあり、
一
四代
伊藤次
郎左
衛門祐昌、
松坂屋デパ
トーを
創設
した
一五
代
伊藤次
郎左衛
門
祐民
は父子
共
に恒川錬之助
の雅
楽の
門人で
あった
（伊藤
〔出
版年
不明〕
・・
一
七二頁
）。
通常
の稽
古は弟
の兼
蔵
重寿が
行
なっ
てい
たので
はな
い
だろうか。
たと
えば、
明治
二八
年
の東
照宮
の舞
楽の
配役を
見ると、
恒川
家から出
演し
てい
るのは
、
兼蔵重寿
である
。
その後
、
恒川錬之助が明治三
九年に没
すると、
長男光男が
八世
を継
いだが、
明治四
四年、
一七
歳で夫
折したため、
錬之助
の弟
、
兼蔵
重寿が
恒川家九
世とな
った
。
ちなみに、
一
五代
伊藤次
郎左衛
門
は昭和
二二年
還暦
の際
、
熱田
神
宮の
舞
楽神事
で、
師の兼
蔵重寿
とともに
《振鉾》
の
舞を奉納
し
ている（
高野
一九
七七
年・
・
一一
七頁）。
錬之
助に話
を
戻すと、
彼は
転任後も名古屋
の音
楽生
活に関
わ
っ
てはいた
。
たとえ
ば明
治二九年
四月
二六日
に
金城
館で
約千名
の観
客を集め
て聞か
れた第二
回名古屋
音楽連合会
では、
八雲
琴、
雅楽、
曜子、
土歌、
オル
ガン
、
清
楽、
尺
八、
吹
奏楽、
等
曲
、六
段
、長
唄
、
上唄
、
とい
った
、
まさ
しく
「諸」
音楽が
演奏
されたが、
そこで
、
恒川錬之
助はヴ
ァイ
オリン
で等と合わ
せて
《六
段
》を
演奏
し
てい
る。
こ
の演
奏会
で、
長
唄
《雨乞
小町
》
を歌と
三絃二
っと
合わ
せて
いた
の
は鈴
木政吉
であ
った
（松本
一
九九五
年・
・七六頁
）。
錬之助
は
また、
明治三
三年
には
『三重県唱
歌』
と並ん
で
『愛知
県唱歌』
を
出版
した。
おわり
に
明治期
の音
楽のあ
り
方は、
特に名
古屋
にお
いて
は、
決し
て排他
的な
もの
で
はなく
、
さまざまな
音楽
が共
存
していた
。
父弥
太郎は
「保育唱歌」
の作
曲をてがける
など、
雅楽
の中
でその領
域を広げ
たが、
錬之助は音
楽取調
掛で
の洋
楽の勉
強を
生か
し
、
師範学校
で
の唱
歌教
育に加え、
地域
の音
楽活
動を組織し、
さらには
家芸
とし
ての
雅
楽を守り続
けた人
物であ
った
。
音 付
楽 録
按 取
調 明
掛 治
入 一
学 七
に 年
t姐 E『
す 文
る 部
文 省
部 望台 咽
と 並
愛 往
知 復
県 富
と －
m 翻
る 刻
2 邑
I.I J l l ニ 錬
之
助
の
書面頼之趣聞届
候事
(28) 
。
通
牒
名古
屋区
役所
へ
照舎之按
号前口口比
米町士
族重富長男恒川錬之助之儀
今度本将派出生
之名
義ヲ以
テ文
部省音楽取
調所
へ入
学之儀許可
相成候
付テ
ハ
本人儀
本年九
月
廿
日入
学差
許候旨
音楽取調所
ヨリ
通牒有之
候条其旨
父重富
へ
御停置有
之度此段
及御通牒候也
十七年
十二月
廿三日
学務課
名古屋市役所
御中
十七年
六月二十
七日
口口
宇
佐美冶香
口
上
課
長
大書記官
係
名古屋
区士
族重富長男恒川錬之助
儀
ニ付
別
需之書願出候
一臆
原按
之知文
部省音楽
取調所
へ
御照
舎相成可然哉相伺候
口之
按口
口
当将士
族
名古屋
区比
米町重
富長男
恒川錬之助
当
七
月
十七年四
ヶ月
右之者既
ニ本
年三月以
来貴所
へ
入学罷
在候慮本
年四
月音監往第
四十
五号ヲ
以テ御
照曾有
之候
本将派出
伝習
生充
ニ
宛テ私
費ヲ以
テ修業為
致度
旨同人
父恒川重富
ヨリ
願
出候右
ハ貴
所ニ於
テ
敢テ支
障
無之候以
后本豚派出生
之名
義ヲ
以テ御
教授
有之度此段
及御照舎候也
明治十七
年六月
長
官
文部省音楽取
調掛長
（文
部省音
楽取調所
宛）
文部少書
記官伊津
修
二殿
派遣生
御下命願
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名古屋
匝比
米町弐拾弐番
邸
士族
恒川
重富長男
恒川錬之助
明治十七
年六
月
十七年三
ヶ
月
右者本
年三
月
一日
文
部省
直轄音楽取
調局
西洋唱
歌
右に属シ
候管絃等
侍習入学罷
在候
然ル
ニ今
回更
ニ右
音楽
取調局
ヨ
リ諸豚
へ
停習派遣生
可差
出旨御達相成候趣
停承仕候附市
ハ幸
既ニ
入学
罷在候儀
ニ付
派
出
生御口
口口
被
成下
度差向私費
ヲ
以学課修業仕本
人ヨ
リ申越旨候間此
段御許容被成下度履歴書
相添連署
ヲ
以奉願候也
明治十
七年六月廿五
日
右父
恒川重富
名古屋
区明道町
六拾八番
邸
保証人恒川
丹五郎
愛知将令圃貞廉平殿前書
之趣願
出候也
名古屋
区第七
組戸長
明治十
七年
六月廿五
日
四月廿六
日
西野
清弘
(29) 
名古屋区長吉
田禄在
書面願之趣
聞届候事
明治十七
年
十二
月廿三
日
履歴書
一明
治八年
二
月聯匝内時薙小李
江入
校下
等
七級
卒業
一明
治九
年二
月愛知
将師範校
附属小李江
一明
治十三
年三月同
校ニ
テ上等六級
卒業
樽
校
家事都合
ニヨ
リ右卒業後退校
一幼
年ヨ
リ家
塾
雅楽龍笛之道
父重富
ニ
従テ
修行
ス傍
ラ鳳
盆纂築和琴
琵琶
等打物朗詠催馬築保
育唱
歌集道夫
々修
行罷
在候
一其
後龍笛
ハ
大伶人
山井景順
筆集
ハ
一
等伶人東儀季照
鳳隼
ハ
恒川銃之助 と 明治期 日 本の音楽
等伶人林慶継
右夫
々
之師江
随身修行致候
一明
治十七年
三月
一
日文
部省直轄
音
楽取調局
へ唱
歌
〔添
書で〕
即チ西
洋唱
豆町ナリ
保育
唱歌ト
ハ別ニ
テ停
習ノ為メ入
学ス
従来雅柴道管絃
共修行罷
在候付
試験之上特別 課
ヲ以
一
ヶ年
修行
済ノ
二年
生
ノ内
へ
加ラレ
四ヶ
年ニ
テ卒
業
ノ成
規ナ
レ共
三ヶ
年ニ
テ卒業
ノ筈
本
年
ヶ年
ハ私
費
来ル
二年
目ヨリ二カ年
間ハ官
費ノ筈
被申付候
但幼
年ヨリ
音律
ヲ弁
へ
居候付此上勉強次第
ニテ
年期短縮
凡
一ヶ
年
間ニ
テ卒業
ノ見込
被有之候
右之
通御座候也
明治
十七年
六月廿五
日
右父
恒川重富
保証人恒
川丹五郎
愛知将令園貞廉平殿音監往第八号兼而諸府鯨
ニ於
テ音楽唱歌
施設之見込
ヲ以テ
音楽俸習人派
出依頼越
候向有之慮其照舎匝
々ニ
相成取扱上
不都合
不砂
ニ
付来九月右
入皐許
可可
致見込
ニ
候間
貴豚
ニ於
テモ
別記ノ僚
項参覧之
上右
派出之有無共
来六月三十日限
御申越有
之度此段
及御照舎候也
文部省音楽取
調掛長
明治十
七年四月三
十日
文部少書記
官伊津修
二
愛知将令園貞廉平殿
十七年
十二
月十日
口口
宇佐美治香
全大書記官
学務課長
係
天第二
千七百
拾四
文部省
音楽取
調所、
御照
曾按
当将士
族
名古屋
区比来
町重富
長男
恒川錬之助
右錬之
助儀本将派
出生
之各
義ヲ
以テ御
教授有之度旨本年六
月天
第二
千百
十六
号ヲ
以テ
御照曾及
ヒ
候慮未タ
何等御報
無之右
ハ
及御照曾候
之 口
都 口
合 候
も 御
有 取
之 計
候 相
言 震御 付
確 別
報 段
致 御
承 報
知 無
度 之
此 ト
段 相
及 考
塾 候
出 空
管 示国 人
父
重
富
之
指
メL
11 
(30) 
十七年
十二月
十二日
長官
文部省音楽取
調掛長
文部少書記官
伊津修
二殿
音監往
第口号
貴牒派出生恒川錬之
助音柴
停習入拳及否
云々
ニ
係リ本月
十二
日附ヲ
者 以
本 テ
人 御
ヨ 照
リ 舎
貴 之
鯨 趣
へ 了
可 差
届 右
出 者
筈 去
に 九
有 月
之 廿
候 日
此 本
段 掛
仰 音
F 柴
言 停
付 事
丞 雇1岬 許回 可答品 致
E 空
右
文部省音
楽取
調掛長
明治
十七年十
二月
十六
日
文部少書記
官伊津修
二
愛知将
令園貞廉平殿
不明箇所・
・口、
不確
定箇所・：
網掛け
〔付記〕
当文
書の翻
刻に当た
って
は、
東京墾術大
学大学院
音楽
研究科博
士後
期課程
（音楽教育）
に在学中
の丸
山彩
氏に全面
的にご助
力
いた
だいた
。
ここ
に
御礼
申しあ
げる。
公文書明治
一七
年
『文部省指令並往復留』
文部
省史料館
（現、
国文学
研究資料館）
歳。
愛知県
公文書館
に複製有
り
主要
参考文献
飯塚恵理人
「明治維
新期
における
尾張滞お抱え
能役者
の境
遇」
『名古屋芸能文化』
第五
号所収、
一九
九五年
、
三五i五五頁
。
井上
さ
っき
「鈴木政吉研究
（こ
」『
ミク
スト
・ミ
ュー
ズ
（愛
知県立芸術
大学音楽学部音
楽学
コl
ス紀
要）』
、
第五
号所収、
二O
一O
年、
四i
一
九頁
。
「万国
博覧
会と明治日本の
洋楽器
｜｜
鈴木ヴ
ァイオ
リンの
事
例を中
心
に｜
｜」
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『新
モl
ツアル
ティア
lナ
｜海
老海
敏先生傘寿記念論文集
』
所収、
音楽之友社、
一一
O一
一年
、
六五七1六七
一一員
。
嶋田由美
「恒川錬之助
著
『音楽
入門
』
の研
究
呼吸法と
発声法を中心
とし
て｜
」『
和
愛知県立芸術大学紀要
歌山大学
教育学部
紀要、
教育
科学』
第五
六集
所収、
二O
O六年
、
七五
1八
O頁。
消水様子
「尾
張における
奏楽人
の活
動に
つい
て」
『尾猿
務社会
の総
合研究
《第二
編》』
所
収、
清文堂
出版、
二O
O
四年、
新見士口治
「鈴木
政士口翁
小伝を
読みて
」
『郷土
文化
』
第八号
（四）
所収、
一九
五三
年二一
月
、
一七
1一
八頁
。
高野郁朗
『十五代
伊藤次
郎左衛門』
松坂屋
一九
七七年
。
東京芸術大学百
年史編
纂委員会編
『東京
芸術大学
百年史
東京
音楽学校篇第
一巻
』
音楽
之友社
一九
八七年
。
塚原康
子
『明治国家と雅
楽｜｜伝統
の近
代化／国楽
の創
成』
有志舎、
二OO九
年。
寺内
直子
『雅楽
の
〈近代〉
と
〈現代
〉』
岩波書店、
二O
O九年
。
中村洪介
（林淑姫監修）
『近代
日本
洋楽史序説』
東京書籍
、
二O
O三年
。
名古屋市役所
『名古屋市史』
名古屋市
一九
五
1一
六
年。
幽明井敬
二
「解題」
『音楽雑誌
（おむがく
）』
復刻版補巻
一九
八四
年、
出版科学総合研
究所
五1二一
三頁
。
松本善三
『提琴有情｜｜日
本のヴ
ァイ
オリ
ン音
楽史』
レッ
スンの
友社、
一九
九五
年。
山住正
己
『唱歌教育
成立
過程の
研究』
東京大学出
版会、
一九
六七
年。
(31 ) 
『音
楽雑誌』
音楽雑誌社、
共益
商社書店
、
一八
九01
一
八九六年
。
復刻版、
出版科学総
合研究所、
一九
八四
年。
註
付録を除き、
本稿
では
原則と
し
て漢字
は新
字に改めた
2 
保育唱歌
〈少女〉
の歌詞は、
「乙
女等が、
っとむる
業と、
もの
学ぶ道は千衡に、
多けれど、
文読み
手かき、
裁縫
の、
その業々 を
習ひ得て、
父よ、
母よと、
いた£
きに、
いたジ
きもち
て、
睦まじく、
仕えま
つる
ぞ、
おほぢなり
ける」。
〈空蝉〉
の歌
詞は、
「空蝉
の、
世の人
皆の、
もの学
ぶ、
道を帥甘え
て、
いは
むには、
険しき山
の、
つ正
らをり、
登り降り
の、
苦しさを、
忍び忍びて、
末終
に、
高根
に上る、
ものとしら
なん
